
　はじめに

　今回の新型コロナウイルスの流行（以下、コロナ禍）によって学校
教育は大きく混乱しました。私のところには全国各地の教師からいろ
いろな情報が流れてきます。さまざまな悲喜劇が繰り広げられていま
す。
　私は学力の保証に関してあまり心配していません。休校中であって
も、世の中には学校以外にも学習ツールはあふれています。成績上位
層の子どもにとっては、休校中の自習のほうが成績中または中の下の
層に合わせた学校の授業より先に進めるでしょう。
　私が心配しているのは、休校期間中、孤立していた子どもたちの心
です。そして、休校解除後に始まった児童虐待のような授業、感染の
拡大、感染対策のために友だちに関わることを制限され休校期間中よ
りもさらに孤立化する子どもの心を心配しています。
　子どもたちの心を守れるのは、教師の家庭訪問や電話ではありませ
ん。友だちとの何気ない会話の積み上げだと思います。しかし、学校
で講じられている多くの試みはこの部分が抜けているのです。
　コロナ禍との付き合いは長くなるでしょう。休校され、休校解除に
なり、再度、休校になるでしょう。休校解除後に伝染を恐れ出席させ
ない家庭の子どもは必ずいます。これらに対応しなければなりません。
さらに、不登校、長期病欠児童へのオンライン授業は制度として始まっ
ていますが、まだ進展していません。
　つまり、コロナ禍の進行に関わらず、オンライン授業による子ども
たちの関わりの担保は学校の責務です。ぜひ、取り組んでください。
　本書はオンライン授業の経験がない方を対象としています。そのた
め、基礎の基礎に留めています。断言します。本書を手に取る方だっ
たら本書で取り組み始めたら、あっという間に本書のレベルを超え、
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独自の実践ができるようになるでしょう。本書で紹介するZoomは
奥が深く、いろいろなことができます。本書で設定方法の基礎を学ば
れたならば、ネット検索で自ら学び、機能を拡張することも可能です。
　本書はホスト役の教師向けの本です。子ども用のマニュアルはネッ
トで配信しています。教え子には難しすぎないかと危惧される方もお
られるでしょう。ご安心ください。子どもたちのうち 2割ぐらいの
子どもが理解でき、本書で紹介している自習室で学び合えば、あっと
いう間に広がります。小学校低学年の場合でも、保護者に使いこなし
ている方はいますのでご安心ください。さらに、子どもはあっという
間に使いこなします。そこには大きな可能性があります。
　本書を執筆している上越教育大学の西川研究室はオンライン授業に
取り組もうとする教師、学校、行政をサポートしています。
　具体的にはオンライン授業をまず、子どもの立場になって経験して
いただきます。そして、教師の立場としても経験できます。本書でわ
からないことがあればサポートします。Facebook で「西川 lab」で
検索してください。そして、そこに連絡すれば、ゼミ生たちはサポー
トします。
　西川ゼミの目標は「自分の心に響き、多くの人の心に響く教育研究
を通して、自らを高め、一人も見捨てない教育・社会を実現する」で
す。このことにロマンを感じ、西川ゼミに所属しているのです。頑張
る先生方の向こう側に多くの子どもたちがいることを我々は知ってい
ます。我々は見捨てません。
　なお、Zoomの授業実施に関係する機能追加や大きな変更等があっ
た場合は、ホームページ（https://nishikawa-lab.jimdofree.com/
online/）にアップします。

2020年６月
上越教育大学大学院教授

西川 純

 3



いまこそオンライン授業が必要になっている ……………………………………… 8
子どもを登校させるのが不安な保護者 …………………………………………… 10
登校できない子どもたちへの学びの保証 ………………………………………… 12
コロナに対応した現実的な対策をしよう ………………………………………… 14
子どもの安全に対する校長の責任は重い ………………………………………… 16

　
オンライン授業で広がる教育の可能性 ……………………………………………… 20
Zoomで朝の会がカンタンにできる！ ……………………………………………… 22
Zoomを使って実技の授業ができる！ ………………………………………………  24 
Zoomを使って勉強のモチベーションアップができる！ ………………… 26
Zoomで子ども同士が学び合う授業もできる！ …………………………………  28 
オンラインで本当に子ども同士で学び合えるの？ …………………………… 30
 実践事例 

　 Zoomを全校・全クラスに導入　子どもたちと先生の笑顔 ………………………… 32
　 Zoomで朝の会とオンライン自習室を実施！ ………………………………………… 36
　子どもたちをつなぐZoomオンライン学活 …………………………………………… 38
　子ども同士の交流をすすめた「みんなに紹介したいもの！」 ……………………… 40
　子ども同士のつながりを生むオンライン授業 ………………………………………… 42
世界中の教育現場で使われているZoom ………………………………………… 44

もくじ

オンライン授業が求められている　
西川 純

第 1 章

オンライン授業をやってみよう！第2 章

4



Zoomの有料版と無料版の違い ………………………………………………………… 48
Zoomの登録の方法 ………………………………………………………………………… 50
Zoomアプリのインストール方法 ……………………………………………………… 58
Zoomのセキュリティ対策 ………………………………………………………………… 62
最初にしたい初期設定 ……………………………………………………………………… 66

　　　　　　　
朝の会をやってみよう！ …………………………………………………………………… 72　
Zoomのミーティングに招待するには ……………………………………………… 74
ギャラリービューとスピーカービューの切り替え …………………………… 76
ビデオのオンオフ、ミュート（消音）のオンオフ ……………………………… 78

　
実際の授業をしてみよう！ ………………………………………………………………… 80
画面共有とミュート（消音）の方法 …………………………………………………… 82
子どもがグループに分かれて交流できる！
　～ブレイクアウトルームの使い方 ………………………………………………… 86
子どものやりとりを記録に残す ………………………………………………………… 94
授業のミーティングを定期的に設定する方法 …………………………………… 97
　児童生徒用マニュアル …………………………………………………………………………102

オンライン授業を始めるために
〜 Zoomを使い始めてみよう〜

第3 章

朝の会をやってみよう！第4 章

実際のオンライン授業の進め方第5 章

 5



自習室を設ける意味 …………………………………………………………………………104
子どもたちを共同ホストにする仕方 …………………………………………………106
ブレイクアウトルームの移動方法 ……………………………………………………108
スマホ・タブレットの子どもへの対応 …………………………………………………110
ホストの移動 ……………………………………………………………………………………112
保護者の方へ ……………………………………………………………………………………114

　　
『学び合い』とは …………………………………………………………………………………116
子どもが共同で課題を解決するためのツール …………………………………122
子ども同士で進み具合を確認して助け合うために ……………………………126

　　　
ポストコロナの教育はどうなるのか？ ………………………………………………132
あなたが状況を変えたいなら何をすべきか …………………………………… 134
「平等のために何もしない」は正しいのか？ ………………………………………136
ポストコロナ社会はどんな社会になるのか？ ……………………………………138

子どもが交流して学べる
自習室をつくってみよう！

第6 章

『学び合い』での利用法第 7 章

これから起こること　
西川 純

第8 章

6



オンライン授業は簡単です
　オンライン授業はものすごく簡単です。本書の半分ぐらい読み進め
ば、すぐにできることが多いことがわかります。そして読み終われば、
オンライン授業が単なるコロナ対策に留まらないことがわかると思い
ます。
　確かにオンライン授業のためのツールは、使ったことのない人には
ハードルが高いかもしれません。ご安心ください。本書では、まった
くの初心者が戸惑うところを懇切丁寧に説明します。おそらくかゆい
ところに手が届くような思いになるでしょう。理由は至極簡単です。
執筆者一同が最初はオンライン授業に関してまったくの初心者でし
た。しかし、必要に駆られて使い始めたら、数日で使いこなせるよう
になり、1週間で可能性が広がったのです。おそらく子どもだったら
1日で使えるようになります。
　本書では朝の会、帰りの会をオンラインで実現する方法を最初に紹
介しています。準備も不用で、すぐできます。次にオンライン授業の
やり方を紹介しています。今までに使っていた教材・板書計画があれ
ば、それを使ってすぐにできます。授業中にグループでの話し合い活
動もできます。最後に自習室を紹介しています。子ども同士が自由に
相談し合い、助け合う場を実現します
　繰り返します。実際に使い始めたら、笑ってしまうほど簡単に、い

オンライン授業で
広がる教育の可能性
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ろいろなことを実現できます。そして、我々が気づかなかった可能性
を、皆さんと子どもが見いだすでしょう。

同期と非同期のバランスを考える
　本書ではZoomにより教師と子どもたち、子ども同士がつながっ
て学び合う時間をつくる方法をお伝えします。具体的にどんなことが
できるのかをご紹介します。
　オンラインで直接つながりあって、その場で話し合ったり、やりと
りをするのは同期的な使い方である一方、たとえば学習用の動画を見
たり、ネット上の資料を読んだりすること、あるいは自分で解いた問
題や、書いたレポートなどの課題を提出するためにオンラインを使う
というのは非同期的な使い方になります。
　本書で伝えるZoomによるつながり方は同期的なつながり方にな
りますが、ビジネスマンの間でも「ビデオ会議が続くと疲れる」とい
う声が聞かれるように、オンラインでつながる時間をどのくらい設け
るのかについては、子どもたちの意見を聞いたり様子を見たりしなが
ら進めることが大事です。実際、オンラインでつながりあう授業を始
めている先生たち、子どもたちから、「何時間もやり続けるのはきつい」
という声が上がってきています。
　リアルに子ども同士がつながりあう場がつくれない状況に陥ったと
きに、オンラインでつながれる状況を整備しておくことはいま非常に
喫緊の課題ですが、実際にオンラインの場をつくるにあたっては、同
期と非同期の使い方のバランスを考える必要があるでしょう。
　ただ、非同期だけのやりとりで、一切、オンタイムにつながりあう
場がないと、子どもたちの学びへのモチベーションの維持は非常に難
しいものになります。オンタイムにつながりあい、学び合う場を確保
することが、非同期の時間の学びも豊かにすることにつながるのです。

（西川　純）

第2章　オンライン授業をやってみよう！ 21



Zoomなら朝の会がカンタンにできる
　子どもの様子を知るために電話をかけた方もおられるでしょう。し
かし、一回でつながるとは限りません。何度もかけ直したら、それだ
けでひとつのクラスで半日かかります。しかも学校中に電話が２、３
台しかないという学校が多いので、確認できるのは１日に１クラスか
２クラス程度になってしまうこともあるでしょう。ましてや先生が家

Zoomで朝の会が
カンタンにできる！

Zoom ならこんなふうに全員の顔が見える！
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庭訪問をしたならばもっと膨大な時間がかかってしまいます。
　オンラインで朝の会を開けば、子どもたちの顔を一遍に見ることが
できます（イラストで代用しました）。健康観察もできますし、また、「何
か困っている人はいませんか？」というように尋ねることもできます。

子どもたちはつながりたがっている
　実際にZoomで朝の会を始めている全国の学校では、クラスの子
どもたちと教師がつながりあって、一人ひとりの子どもに近況を話し
てもらったり、一緒にゲーム的な遊びをしたりなど、クラスづくりに
つながるようなやりとりが生まれています。
　休校解除後の学校では、学年ごとの分散登校が続いたり、クラスの
子どもを半数ずつに分けて、別の教室で過ごしたり、話をさせないよ
うにするなど、子どものストレスが溜まるような過ごし方になってい
ます。子ども同士がクラスのまとまりとして過ごせる時間を保証でき
ません。そういうなかで、補完的にZoomを使ってクラスの集まり
ができる状況を整備しておくことで、クラスの子ども同士のつながり
を維持したり、また、いざ学校がまた休校になったりしたときの連絡
手段が確保できたりします。

Zoomを使って楽しむ会をやってみよう！
　朝の会を子どもたちが楽しむ会にすることもできます。たとえば、
子どもたちが順番にクイズを出すのです。誰もわからなかったら、ヒ
ントを出すのです。また、エンピツをどれだけ長く人差し指の上で立
たせられるかの競争もできます。「しりとり」もできるでしょう。世
の中にはそのような遊びがいっぱいあります。クラス全員が多すぎた
らグループに分けて行うこともZoomの機能でできるのです。

（西川　純）
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からだを動かす時間をつくる
　Zoomで朝の会や、子どもと楽しむ時間がもてるようになれば、
次に体育や図工や家庭科など、比較的子どもが楽しめる実技系の授業
で、授業の時間をもつことを試してみることもできます。
　いきなりオンラインで国語や算数を始めることにためらいを感じる
のであれば、Zoomで子どもたちと一緒に、こういう実技系の授業
に取り組んでみてから、座学系の科目にも取り組んでみるとよいで
しょう。
　たとえば、いま、家庭では子どもがゲームや YouTube 三昧になっ
てしまい、からだを動かす時間をつくれないことを心配する保護者も
たくさんいます。そのため、一緒にからだを動かす時間をつくったり、
先生が FitBoxing のトレーナー役をやったりするなど、からだを使っ
たアトラクションの時間をつくることで、子どもも楽しめて､ 保護者
からも喜ばれる「体育の時間」をつくることが可能です。
　たとえば、全員で朝の体操をやることなど、いろいろなことができ
ます。水泳、鉄棒のように失敗すると重篤な危険がある競技、また、サッ
カーやバレーのような団体競技を除外するならば体育の授業も可能で
す。先に述べたように、Zoomを使えばグループに分かれて練習す
ることもできます。

Zoomを使って
実技の授業ができる！
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図工・家庭科・書写・音楽
　図工・家庭科・書写・音楽の授業を思い出してください。その多く
は一人ひとりが課題達成に向かっている時間です。一人ひとりが絵を
描いて、自分の工夫を周りの子どもに伝えます。裁縫の難しいとこ
ろを教師がチェックしたり、友だちからアドバイスを受けたりしま
す。それは書写も同様です。リコーダーの演奏を友だち同士で練習し、
チェックし合います。
　以上のことはZoomの機能の中で何の問題もなくできます。いや、
Zoomのほうが望ましい場合もあります。思い浮かべてください。
音楽室でリコーダーの練習をしたら、周りの音が邪魔して正確に音を
聞き取ることはできません。また、自分のペースで練習することがで
きません。ところが Zoomを使えば、あたかも個室が用意されたよ
うに他の人の練習の音は流れません。その個室で、４人グループで互
いの演奏を聴き合い、アドバイスすることができるのです。そして、
教師は各グループの様子を見回り、アドバイスすることができるので
す。

協働することが関係をつくる
　都道府県教育センターで研修を受けているとします。その中で見知
らぬ先生とグループに分けられたとします。そこで、「さあ、グルー
プで楽しいゲームをしましょう」と担当指導主事から求められるのと、
「勤務校の課題を互いに説明し、中堅教員（もしくは初任者）としての
役割は何かを話し合ってください」と担当指導主事から求められるの
とどちらがよいですか？　おそらく、後者だと思います。
　ゲーム性の高いものは、既に関係ができたもの同士は入りやすいの
ですが、関係ができてないもの同士は入りづらいものがあります。上
記のアドバイスを受けたり与えたりすることが関係をつくるのです。

（西川　純）
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